
野村総合研究所 主任研究員

片桐 悠貴（かたぎり ゆうき）氏

開催挨拶

お越しになる際の注意点
●37.5度以上の発熱がある方､咳などの風邪の症状がある方のご来場をお断りさせていただきます｡
●会場ではマスクを常時着用していただき､会場入口で手指の消毒､検温､氏名･住所･緊急連絡先の記入を
　お願いいたします｡

講演 「新幹線開業が地域に与える長期的効果」

FAX 0761-21-3120 2021年3月8日（月）

参加者氏名

TEL

FAX

定員

50名

2021 .3.11
13：30
こまつ芸術劇場うらら 小ホール
石川県小松市土居原町710番地

13:30-13:35

閉会挨拶15:25-15:30

13:35-14:25

14:35-15:25

15：30

所属機関名

申込先 申込締切

北陸先端科学技術大学院大学
知識マネジメント領域教授 兼 地域連携推進センター長

敷田 麻実（しきだ あさみ）氏

講演 「コロナ禍における南加賀の観光戦略」

高知大学農学部卒業後､石川県庁に勤務､その間､豪州ジェイムズクッ
ク大学大学院留学､金沢大学大学院修了｡1998年に石川県を退職､
金沢工業大学教授を経て､2007年から北海道大学観光学高等研究
センター教授｡2016年から北陸先端科学技術大学院大学教授｡野生
生物保護学会会長(2005-2011年)｡専門は観光資源論と地域マネ
ジメント｡｢地域からのエコツーリズム｣｢観光の地域ブランディング｣ほか
論文多数｡知床世界遺産地域科学委員会委員､中央環境審議会委員
などを務める｡

2008年野村総合研究所入社｡13～15年国土交通省総合政
策局政策課(併任:社会資本整備担当参事官付)､社会資本老
朽化対策推進室事務局｡専門分野は､国内･海外インフラ事業
(交通､都市開発､集客施設等)の計画策定､官民連携導入･組
織設計｡

北陸新幹線の開業を見据え､ポストコロナ社会で開業効果
を最大限に発揮するためには一企業としてどう取り組む
べきか｡その考え方の一端について考えてみましょう｡

南加賀商工観光推進協議会（小松商工会議所内） TEL 0761-21-3121
主催 南加賀商工観光推進協議会（加賀商工会議所、能美市商工会、山中商工会、川北町商工会、小松商工会議所）

〈お問合せ先〉

入場
無料

※オンライン配信

（　　　　　　　　　）　　　　　　　　ー

（　　　　　　　　　）　　　　　　　　ー

※内容については変更になる場合があります｡

（木）


